
伊勢志摩・里海トライアスロン大会は、海と共存して大会を運営、
発展させていく観点から SDGs の取組みを取り入れてまいります。

SDGs の取組みの中で、「12 つくる責任 つかう責任」の観点から、
従来の誌面での制作ではなく、デジタル上でのパンフレット制作とし、

資源の削減につなげていけるように活動します。
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ご 挨 拶01

　「伊勢志摩・里海トライアスロン大会 2022」が盛大
に開催されますことを心よりお祝い申し上げますとと
もに、ご来県の皆様を心より歓迎いたします。　　
　このたび、全国各地から多くの選手が集まり、３年
ぶりとなる熱き戦いが本県にて繰り広げられることと
なります。先の見通せないコロナ禍において準備を進
められてきた大会関係者の皆様に感謝申し上げます。
本大会を通して、多くの方にトライアスロンの素晴ら
しさが伝わり、より一層トライアスロン競技が盛んに
なることを期待しています。
　選手の皆さんにおかれましては、日頃のトレーニン
グの成果を存分に発揮され、大会を通じて選手相互の
友好の輪を広げていただくとともに、地域の方々とも
親睦を深めていただくなど、本大会を実り多きものに
していただきたいと願っております。
　また、三重県には世界遺産の熊野古道のほか、伊勢神
宮、関宿など魅力あるスポットが多数存在します。特に、
会場地である伊勢志摩は、風光明媚なリアス式海岸や
伊勢えび・的矢かきなど、豊かな海と食の恵みにあふ
れています。本大会を機に伊勢志摩の魅力を存分にご
堪能いただき、何度も訪れたいと思っていただければ
幸いです。
　結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただきま
した伊勢志摩・里海トライアスロン実行委員会をはじ
め、すべての関係者の皆様にあらためて敬意を表しま
すとともに、本大会のご成功と選手の皆さんのご健闘
を心より祈念申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、昨年度と
一昨年度は開催できなかった「伊勢志摩・里海トライ
アスロン大会 2022」が大勢の選手、大会関係者の皆様
をお迎えし、盛大に開催されますことを心からお祝い
申し上げるとともに志摩市民を代表して心より歓迎申
し上げます。
　志摩市は、伊勢志摩国立公園の豊かな自然に囲まれ、
古くから都に海産物を献上した歴史を持つ「御食国（み
けつくに）」として知られています。
　昨年には、国立公園の脱炭素化を目指した取り組み
が認められ、全国で２番目の「ゼロカーボンパーク」
として登録され、持続可能な開発目標の達成に向けた
取り組みを進めていく「SDGs 未来都市」として持続
可能な観光地域づくりを推進しています。
　今大会においては、コロナ禍でも新たな段階へ進む
意思を持ち、多くの人々にスポーツをする楽しみを提
供し、スポーツと地域の活性化に寄与していくことを
目指してきたいと考えております。
　大会に参加される皆様には、志摩市の豊かな自然を
全身で感じながら、日頃のトレーニングの成果を十二
分に発揮され、記録、記憶に残る大会にしていただけ
ると幸いです。
　最後に、大会の開催にあたりまして、新型コロナウ
イルス感染症対策など、参加者の皆様が、安全・安心
に参加できる大会づくりにご尽力いただきました関係
者の皆様に敬意を表するとともに、出場される選手の
皆様方のご健闘と本大会のご成功を心より祈念申し上
げ、歓迎のご挨拶といたします。

大会名誉会長
三重県知事

一見 勝之
大会長 志摩市長
橋爪 政吉

井村屋ウェブショップ
QRコード
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ご 挨 拶01ご 挨 拶01

　「伊勢志摩・里海トライアスロン大会 2022」の開催、
誠におめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の影響により過去 2 年中
止となっていた大会が、新しい生活様式に適応した最
良の環境を整えられ、3 年ぶりの開催となりました。
　選手の皆様をはじめ、大会に関わるすべての皆様を
心から歓迎申し上げます。
　志摩市は、全域が伊勢志摩国立公園に含まれ、豊か
な自然に恵まれており、ここには英虞湾に浮かぶ大小
およそ６０の島々、岬や入り江などが織りなすリアス
海岸と呼ばれる複雑な海岸線、日本の原風景とも呼べ
る景色があります。
　選手の皆様には、世界に誇れる伊勢志摩国立公園の
美しい自然の中、波穏やかで真円真珠発祥の海「英虞湾」
でのスイム、リアス海岸特有のアップダウンが連続す
る変化に富んだコースを疾走するバイク、情緒溢れる
ビン玉ロードや地元の方の応援が熱い浜島の商店街通
りのラン、いずれにおいても志摩市ならではの風や香
りを身体全体で感じながらレースを楽しんでいただく
とともに、その折々での「志摩びと」の温かさにもふ
れていただけると思っております。
　更には自己ベスト更新につながるような快走を期待
いたします。
　結びに、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、
安心・安全な本大会の開催にご尽力をいただきました
伊勢志摩・里海トライアスロン大会実行委員会の皆様
をはじめ、関係者の皆様に深く感謝を申し上げますと
ともに、一般社団法人志摩スポーツコミッションなら
びに三重県トライアスロン協会の益々のご発展とご参
加されます選手の皆様のご健闘と本大会の成功をご祈
念申し上げ、私の挨拶といたします。

　伊勢志摩・里海トライアスロン大会 2022 にエント
リーいただいた皆様、いよいよ大会が３年ぶりに開催
となります！今年の志摩トラのテーマは「再始動！」
　コロナ禍で全国的、世界的に大会中止が続いた中、
久々のレース参加という方もいらっしゃるのではない
でしょうか。トライアスリート人生においてレース参
加の「再始動」に今大会をお選びいただきありがとう
ございます。
　志摩トラも３年ぶりの「再始動」となり、今回も地
元の皆様や関係者の皆様のご協力ご支援のもと開催を
迎える事ができました。この２年間、観光業や第一次
産業がメインとなる伊勢志摩地域もダメージを受けま
したが、ウィズコロナとなるこれからの新しい時代へ
の地域の「再始動」として大会が地域の活性化の足掛
かりや来訪される皆様の満足度向上につながるよう努
める次第でございます。
　2020 年突如として発生した新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により２年間の大会中止という判断にな
り、その際には多くの皆様のご理解ご協力を賜りまし
た事、この場をかりまして感謝申し上げます。
　いまだコロナ禍は脱しておらず、今大会では選手の
皆様、関係者等ご来場の皆様にはコロナ対策にご協力
いただきながらの開催となります。大会終了後には全
員で笑って「また来年！」と言えるよう、皆様のご協
力を何卒よろしくお願いいたします。
　最後に、選手の皆様、伊勢志摩国立公園での絶景ト
ライアスロンを楽しんでください！

大会副会長
志摩市議会議長
金子 研世

伊勢志摩・里海トライアスロン大会
実行委員長

柴原 行正

　新型コロナウイルス感染症により、2020 年・2021 年と中止
となった本大会は、新しい形で再スタートすることになります。
この 2 年半、全国の多くの大会が中止となり、主催者として、そ
して一人のトライアスリートとしても、　トライアスロン大会を
開催することの意味をいろいろと考えさせられました。
　競技エリアが広域に広がり、公道を使用することで地域住民の
日常生活に多かれ少なかれ影響を及ぼすトライアスロンは、開催
地域の理解と協力がなければできません。また、地域にとっても
メリットがなければ大会を継続することは難しいです。
　このコロナ禍の 2 年半、コロナ対策とういう名の下、マスク
着用の日常化やソーシャルディスタンスの確保、地域の祭りやス
ポーツイベントの自粛などにより、人と人との繋がり、コミュニ
ケーションが希薄化・断絶化し、今まで当たり前だったことや、
常識が一変してしまいました。社会のあらゆる面において分断が
起き、人々の心の中で不安や疑心暗鬼を生じさせています。
　2022 年 1 ～ 3 月までの、超過死亡数（すべての死亡数が平年
に比べて増減したか示す指標）は、3.8 万人を記録しました。こ
れは戦後最大の数値です。原因としては、心身の発達に最も重要
な幼年期の貴重な経験が奪われた子供のみならず、経済的にも困
窮し、生きがいを失った中高年の自殺の増加もその一要因である
と考えられます。このままでは人口の減少、少子高齢化に拍車が
かかり、地方の衰退はますます加速していくでしょう。現在、日
本の社会はさながら病に侵された状態で、点滴や薬を投与しなけ
れば、生きながらえられない状態といえます。
　今の社会は、「リスク」というものに対して、過度な恐怖心を抱
き、身動きが取れなくなってしまってはいないでしょうか？そも
そもトライアスロンは、自然の中で行う競技であり、潮の流れが
ある海を泳ぐスイム、アップダウンやコーナーがあるコースを高
速走行するバイク、炎天下の中、疲労が蓄積した状態で長距離を
走るランと、ただでさえ様々な「リスク」を内包した危険なスポー
ツです。そのリスクを低減しコントロールすることが主催者側に
も選手側にも求められます。
　また、トライアスロンの本質とは、「自分一人の力でゴールを目
指すこと」です。これは、人生における様々な問題から目を背けず、
立ち向かうことに繋がります。今の時代であるからこそ、トライ
アスロンの本質である「自己への挑戦」、そして、スポーツの力に
よる「地域社会への貢献」をもう一度見直してみる必要があるの
ではないでしょうか？
　地元浜島のみならず、志摩市内、県内各所からご協力くださっ
ているボランティアの皆様と一丸となって、選手一人一人が安全
でフェアなレースをして、大会を盛り上げて頂けることを願い、
ご挨拶とさせていただきます。

　「伊勢志摩・里海トライアスロン大会 2022」に全国各地
から、多くのトライアスリートにご参加いただき盛大に開
催ができますことに厚く御礼申し上げます。新型コロナウ
イルス感染症の拡大状況が続く中、陰で支えてくださるボ
ランティアの方々、そしてご協賛くださる企業や団体の皆
様に心から感謝いたします。また、橋爪政吉志摩市長を始
め、大会の開催・運営にご尽力いただきました皆様のご支
援・ご協力の賜物と深く感謝いたします。
　里海トライアスロンは今年で９回目を迎え、広く全国の
トライアスリートに知られる人気大会へと成長し、トライ
アスロンを愛する皆様に支えられる大会へとなりました。
三重県トライアスロン協会会長として大変嬉しく感じてお
ります。
　里海トライアスロンコースのスイムは真珠養殖発祥の地
である大変美しい英虞湾を泳ぐ 1500m、バイクはアップ
ダウンとコーナーが連続するテクニカルな 40km、そして、
応援が絶えない浜島の町中を走る10km のランで構成さ
れています。本大会に参加いただいた選手の皆様には、楽
しんでいただけるコース設定だと思います。
　今後とも三重県トライアスロン協会では、トライアスロ
ン大会の開催を積極的に行い、安全で楽しい大会運営を
行っていきたいと考えております。
　最高のロケーションでの大会を今後も進化させ、また参
加したいと思っていただけるように頑張っていく所存です。
トライアスリートの皆様、三重県が誇る伊勢志摩の自然を
舞台に、 日頃から鍛えた心・技・力を思う存分に発揮して、
すばらしいレースが展開されることを期待しております。
　結びに、選手、スタッフ・関係者、大会に関わるすべて
の皆様にとって素晴らしい大会となりますようお祈り申し
上げ、ご挨拶といたします。

レースディレクター
株式会社トライアーティスト 代表取締役

竹内 鉄平
三重県トライアスロン協会 会長

山田 康晴
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02 観光案内



76

役員名簿／協賛企業紹介03

（順不同）SPONSOR

担当
技術代表 木本 浩司
審判長 谷川 裕昭
スイムチーフ 長井 弘美
トランジションチーフ 寺家 正昭

競技役員 名簿

担当
バイクチーフ 大山 陽一郎
ランチーフ 上川 晃
ペナルティボックスチーフ 小野 勝義
エイドチーフ 長谷川 厚志

（順不同）SPECIAL SPONSOR
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志摩地中海村（宿泊）

湯元館ニュー浜島（宿泊）

クインテッサホテル伊勢志摩（宿泊）

シーサイドホテル鯨望荘（宿泊）

Hotel ＆ Resorts ISE-SHIMA（宿泊）

NEMU RESORT（宿泊）

ビジネスホテル藤（宿泊）

フィオーレ志摩（宿泊）

美食の隠れ家 プロヴァンス（宿泊）

旅館 二葉（宿泊）

とよや勘兵衛（宿泊）

民宿お食事処 満玉（宿泊）

浮島パークなんとう（宿泊）

民宿八方（宿泊）

かわちや旅館（宿泊）

ログコテージとちの木（宿泊）

寿し友旅館（宿泊）

ニューはまぐち屋（宿泊）

磯部建設工業株式会社（建設）

IS 株式会社（警備）

恵みの郷 志摩海道（土産）

株式会社 第三銀行（銀行）

有限会社 大木薬局（薬局）

有限会社アンドウセンイ
（ユニフォーム）

SPONSOR

株式会社山口工務店（工務店）

あじろ（飲食）

江戸屋（飲食）

肉の喜多家（飲食）

COX COMB 志摩の恵（飲食）

Aloha kitchen 自由虹（飲食）

はなまる（飲食）

山崎屋（土産）

産直みかん雫（飲食）

松尾印刷

小野労働安全衛生コンサルタント
事務所（コンサルティング）
松阪ケーブルテレビ・ステーション
株式会社 ( メディア )

（順不同）

人
・
環
境
に
や
さ
し
く
、

地
域
と
と
も
に
歩
む

■本社 
〒515-0019 三重県松阪市中央町306番地1 
TEL.0598-51-3400 FAX.0598-51-8150 

北村組

『伊勢志摩の自然を楽しんでください！！
トライアスリートを応援しています』

株式会社北村組

Special Thanks伊勢えびまつり実行委員会
三十三銀行
志摩地中海村
伊勢えび祭育成会
浜島地区民生児童委員協議会
浜島郵便局
あるがまま市

JA 伊勢 浜島支店
網元の店 八代
肉の喜多家
宇気比神社
NPO 法人伊勢志摩ライフセービングクラブ
喫茶オアシス

応援メッセージありがとうございました！

浜島町の皆様
志摩市の皆様
応援してくださる皆様

Special Thanks

応援メッセージは
こちらをタップ！



名 称 伊勢志摩・里海トライアスロン大会2022

主 催

伊勢志摩・里海トライアスロン大会実行委員会
●実行委員会構成団体（順不同） 
志摩市／志摩市商工会／志摩市観光協会／志摩市社会福祉協議会／志摩市スポーツ協会／浜島地区自治会連合会／
南張地区会／迫子自治会／桧山路区／塩屋地区自治会／大崎自治会／浜島旅館組合／志摩市浜島支所／
志摩市観光協会浜島地区／三重外湾漁業協同組合安乗事業所（浜島）／浜島町老人クラブ連合会／
鳥羽地区交通安全協会浜島支部／志摩市地域安全会浜島支部／浜島スポーツクラブ／三重県トライアスロン協会／
トライアーティスト／志摩スポーツコミッション

主 管 志摩スポーツコミッション
競技主管 三重県トライアスロン協会

後援
（順不同）

三重県／南伊勢町／南伊勢町観光協会／伊勢志摩観光コンベンション機構／日本トライアスロン連合／中日新聞社／
伊勢新聞社／三重テレビ放送／松阪ケーブルテレビステーション／レディオキューブFM三重

協 力
（順不同）

JTU東海ブロック連絡協議会／志摩市消防本部／三重県立志摩病院／志摩の里／
愛知県ライフセービング協会・伊勢志摩ライフセービングクラブ／鳥羽海上保安部／三重交通／鳥羽警察署／
伊勢警察署／みどりクリニック／おしゃれな自転車 茶里夢

日 時 2022年9月23日（金）　初心者向け講習会／EXPO　＊競技説明会はWEBにて事前に配信をする。
2022年9月24日（土）　トライアスロン競技

会 場
2022年9月23日（金） 初心者向け講習会／EXPO：大矢浜海水浴場特設会場（志摩市浜島町）

2022年9月24日（土） メイン会場：大矢浜海水浴場特設会場（志摩市浜島町）
競技エリア：志摩市浜島町、南伊勢町田曽浦地区

競技部門

【一般エントリー枠［スタンダード］】
競技距離：51.5km（ S 1.5㎞・B 40 ㎞・R 10㎞）
参加規定：2022年12月31日現在18歳以上（高校生不可）
　　　　　2022年度日本トライアスロン連合登録会員
定　　員：800名（先着順）
制限時間：スイム＝1時間／バイク＝2時間／ラン＝1時間（合計4時間）
　※制限時間に関わらず競技の進行を妨げる場合は競技中止となります。
　※リザルトにおいては、上記の制限時間でDNFとします。）

【協賛エントリー枠［スタンダード］】
競技距離：51.5km（S 1.5㎞・B 40㎞・R 10㎞）
参加規定：2022年12月31日現在18歳以上（高校生不可）
　　　　　2022年度日本トライアスロン連合登録会員
定　　員：20名（先着順）
支払方法：請求書払い（大会事務局より「広告協賛」として請求書を発行いたします。）
　※その他、請求書の発行については事務局へお問合せください。
協賛特典：エントリー権利（１名分）、大会HPにロゴ掲出、FINISH ROADに幟旗（１本）設置
　※幟旗は大会側で制作いたします。（ロゴデータのご支給をお願い致します。）
制限時間：スイム：1時間／バイク：2時間／ラン：1時間（合計4時間）
　※制限時間に関わらず競技の進行を妨げる場合は競技中止となります。
　※リザルトにおいては、上記の制限時間でDNFとします。

競技規則 日本トライアスロン連合 競技規則、およびローカルルールを適用

その他

大会前日、当日の選手受付は行いません。
レースナンバー等は、事前に郵送します。スイムスタート直前にアンクルバンド（計測チップ）をスイムスタートエリア
にて配布します。これをもって、最終出走確認とします。
尚、出場権の譲渡・譲受（代理出走）は、いかなる理由であっても禁止です。発覚した場合は、日本トライアスロン連合
に報告の上、厳正な処分を行います。

表彰

スタンダード部門：総合男女各6位まで
エイジ表彰：5歳毎の男女3位まで（総合入賞者を除く）
※24歳以下、25-29歳、30-34歳、35-39歳、40-44歳、45-49歳、50-54歳、55-59歳、60-64歳、65-69歳、70-74歳、
75歳以上
三重県選手権：三重県トライアスロン協会登録者男女各3位まで
クラブ対抗戦：獲得ポイント上位1-3位（公式ホームページ上で発表）

伊勢志摩・里海トライアスロン大会 2022
本大会は、人々の健康増進と青少年の健全育成、並びに浜島町を中心とした伊勢志摩地域のスポーツの振興や観光の振興、地域の活性化に寄与する
ことを主たる目的としたトライアスロン大会です。スイムは真珠養殖発祥の地である英虞湾に面した「大矢浜海水浴場」を泳ぎ、バイクはリアス海
岸特有のアップダウンが連続する変化に富んだコースを疾走、ランは情緒溢れるビン玉ロードや地元の方の応援が熱い浜島の商店街通りを走り、ス
タンダードディスタンス（S1.5㎞、B40㎞、R10㎞）で競います。

開始時刻 終了時刻 内容

12：00 17：00 EXPO

14：00 17：00 質問ブースオープン （スイムエリア内テント）

15：00 16：00 オープンウォータースイム初心者向け講習会
（講師：トライアーティスト田中美沙樹）

開始時刻 終了時刻 内容

7：00 9：30 質問ブースオープン（トランジションエリア入口付近）

7：00 9：00 トランジションオープン

9：00 9：50 スイムウォームアップ

9：40 10：00 アンクルバンド（計測チップ）支給

10：00 10：10 スイムスタート（ローリングスタート方式）

〜 11：10 スイムフィニッシュ関門

〜 13：10 バイクフィニッシュ関門

〜 14：10 ランフィニッシュ関門（競技終了）

14：00 14：30 表彰式
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初心者向け講習会／EXPO
大矢浜海水浴場特設会場

（志摩市浜島町）

※前日の選手受付はおこないません。
※競技説明会は実施せず、事前にWEBにて動画を配信します。
※スムーズな進行のため、時間厳守でお願いします。
※オープンウォータースイム初心者向け講習会は、大会公式HPより事前申込が必要です。

※スケジュールは天候や競技の進行上変更になる場合があります。
※トランジション入口にて、「体調チェック行動記録シート」の提出を義務付けます。
※関門時刻を過ぎていても、レースの進行上、競技を続行させる場合がありますが、リザルト

ではタイムオーバーでDNFとなります。
※スムーズな進行のため、時間厳守でお願いします。

9.23 
Fri

9.24 
Sat

メイン会場：大矢浜海水浴場特設会場（志摩市浜島町）
競技エリア：志摩市浜島町、南伊勢町田曽浦地区
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JTU(日本トライアスロン連合)競技規則に準じ、一部ローカルルールを適用します。

競技共通項目
1 大会のスケジュール、コース、適用されるルールを十分把握して大会に参加して下さい。
2 大会公式スケジュールには、必ず選手本人が出席して下さい。
3 大会前日の飲酒を控え、十分な睡眠と栄養、水分補給をして、心身ともに余裕を持って大会に参加して下さい。
4 体調がすぐれない場合などは、近くの審判にその旨を伝えて、指示に従って競技を終了して下さい。
5 気象警報(暴風、波浪)が発令された場合、及び次の基準に達した場合、または予想される場合には、当日午前7時に競技内容の変更(距離の短縮)、または

競技中止をアナウンスします。尚、いずれの場合も参加費の返金はありません。
　（1）海水温が18度未満の場合
　（2）風速10m以上、波高2m以上あるか、競技中にその恐れがあると判断された場合
　（3）雨や霧などにより著しく視界が悪い場合(視程500m以下)
　（4）台風・地震・雷雨など自然災害が発生した場合
　（5）その他、競技開催判定委員会が危険と判断した場合

6 スイム中止の場合はデュアスロン(バイク40㎞、ラン10㎞)、スイム・バイク中止の場合はラン(10㎞)とします。
7 参加資格を第3者に委譲することはできません。
8 周回、コースミスは自己責任です。自らの責任でコース及び競技環境を事前に把握、確認して下さい。

周回数は計測、タイム、前後の競技者、審判の意見により総合的に判断します。周回数が不足の場合は失格となります。
9 コースを離脱したときは、離脱した地点に戻って競技を再開して下さい。いかなる理由があろうとも逆走は厳禁です。 
10 大会主催者の提供、または許可した支援（エイドステーションなど）以外の個人的援助を受けることは禁止です。
11 競技中であっても道路交通法をはじめとする交通ルールを守り、次に掲げる事項について注意して競技を行なって下さい。 

　（1）交通規制の状況を理解し、これに応じて競技を行うこと。 
　（2）バイク及びランではキープレフトを守り、他の競技者との接触には十分注意する。 
　（3）観客や通行人のコース横断に注意して競技を行うこと。 
　（4）緊急車両の通過があるときは、左端に寄って徐行又は停止して進路を譲ること。

選手受付について
1 前日・当日の選手受付はおこないません。 
2 競技説明はWEB（YouTube）にて動画を配信します。必ずご視聴ください。
3 事前に送付された「体調チェック・行動記録シート」をトランジション入場前にご提出ください。
4 参加記念品は事前に送付された引換券を提示し、大会会場に設置された「参加記念品引き換え所」にて交換してください。

アンクルバンド（計測チップ）について
1 アンクルバンド（計測チップ）は大会当日、スイムスタートエリアにて配布します。
2 アンクルバンド（計測チップ）を装着しないで競技した場合は失格とし、いかなる抗議も受け付けません。
3 アンクルバンドは左右どちらかの足首にぴったりと巻いてください。
4 アンクルバンドはフィニッシュ時にご自身で外し、所定の場所に必ず返却して下さい。紛失した場合は実費(5,500円)ご請求させていただきます。

スタート方式について
1 ローリングスタート方式（10名ずつ6秒間隔で、ビーチからのスタート）を採用します。スイムキャップの色ごとに、スイムスタートエリアに入場、整列

して頂き審判の合図でスタートします。
2 計測マットを通過した地点からタイム計測となります。
3 スイムスタートエリア入場後、トイレや忘れ物等やむを得ない理由がある場合は、必ず審判員に声をかけ、入退出してください。

スイムについて
1 スイムコースは、左回りの750m×2周回＝1500mです。
2 コース上に目印となる黄色のマークブイを４つ設置します。その４つのブイを常に左手に見て泳いでください。
3 審判、ライフセーバーより、競技続行の意思確認を求められる場合があります。競技続行の意思がある場合、自分の頭を2回「ポンポン」と叩いてください。

また、制限時間内であっても審判、ライフセーバーが危険と判断した場合、リタイヤを勧告します。必ず従ってください。
4 スタート前、フィニッシュ時に、エイドステーション（給水のみ）を設置します。十分な給水を心がけてください。
5 競技途中でブイやフロート類、停止中のボード等につかまって小休止することができます。
6 緊急時はコースから離れて、背浮き（仰向け）で呼吸を確保し、休むようにしてください。
7 決して無理をせず、少しでも不安を感じた場合、救助の合図は、片手を頭の上で振り、声を出して救助を求めて下さい。

1 スイムでは支給されたスイムキャップをかぶって下さい。　
2 ウェットスーツの着用を奨励いたします（義務ではありません）。大会当日の予想水温は21～23℃です。　　　
3 バイク及びランでは、上半身、下半身共にレースウェアで覆われていなければなりません。
4 前空きジッパーのついたウェアは競技の見た目の美しさを保つため、前ジッパーを下ろしての競技は行えません。
5 会場でのバイクの車検は行いません。事前に行きつけのショップで点検・整備を行っておいてください。

大会前日・当日メカニックサービス（有料1,500円/回・部品代別途）を実施しますが、簡易な整備のみの対応となります。
6 バイク競技、及び試走など、バイク乗車時は大会前日も含めて常にバイク競技用の硬質ヘルメットを着用して下さい。
7 バイクには、泥避け・スタンド・車輪カバー・チェーンカバーなど、競技に不要なものは取り外して下さい。（ライト・反射板はOK）
8 ボディナンバーシール（タトゥーシール2枚）を両腕に貼ってください。ウェアによって隠れる場合は両腿でも可。
9 ヘルメットステッカー（３枚）は前・右・左の３箇所に、バイクステッカー（2枚）はシートポストの左右に貼ってください。
10 レースナンバーは１枚のみ支給します。レースナンバーベルトの使用を推奨します。(バイクでは背面に、ランでは前面にはっきり見えるように装着してください)
11 安全確保のため、競技中の撮影・音響機器、イヤホン、ヘッドホン等の使用は禁止します。
12 久しぶりにレースに参加される方は、ウェットスーツが劣化・硬化している可能性があります。また体型の変化により、サイズが合わなくなっている場合

もあります。スイム競技中の事故防止のため、必ず事前に試着・試泳をしておいてください。

ウェアや用具について

スイムスキップについて
1 スイムスキップとは、大会当日体調不良等でスイムを完泳する自信がない方が自己申告により、スイムをキャンセルしてバイクから競技を行う制度です。

リザルト上はDNF（SKIP）となります。スイムスタート前、もしくは1周回目終了時に御申告ください。
2 スイムスキップ希望者は、大会当日スイムスタートエリアのスイム本部テントにてご申告ください。 
3 スイムスキップ申告者は、バイク用具をトランジションエリアに設置したまま、スイムスタートエリアに10:40までにご集合ください。

トランジションについて
1 競技コースの一部であるため選手・審判以外は立ち入り禁止です。エリア内は競技中以外も乗車禁止です。
2 トランジションエリアは砂地となっています。通路には足裏の保護のため簡易的な敷物を敷きます。
3 トランジションエリア入場前に事前送付された「体調チェック・行動記録シート」をご提出ください。
4 バイク競技、ラン競技を行う際に必要な用具を、自分のトランジションエリアスペース内（縦2m×横1m）に設置して下さい。競技に必要のないものはトランジ

ションエリア内には持ち込まないようにしてください。
5 バイクラックに貼ってあるナンバーシールを正面に見て、手前にハンドルがくるようにサドルをラックにかけてください。
6 感染症予防対策として、スイム終了時、トランジションエリアにて、スイムで使用した用具（スイムキャップ、ゴーグル、ウェットスーツ）は、自分のトランジショ

ンバッグ（事前送付済み）の中に必ず入れてください。そのまま放置した場合、ペナルティの対象となります。
7 バイクをラックから外す前に、ヘルメットを被り、ストラップを締めて下さい。また、バイクをラックにかけてからヘルメットのストラップを外して下さい。
8 乗車ラインを越えてからバイクに乗って下さい（乗車ラインを越えて、一歩足を地面に着いてから乗る）。
9 降車ラインを越える前にバイクから降りて下さい（降車ラインの手前に足を必ず着く）。

バイク競技について
1 バイクコースは１周13.5km×3周回＝40.5kmです。
2 脱水予防のため、バイクに専用ボトルを1本以上装着して下さい。ペットボトルは不可とします。
3 「キープレフト」（左側走行）を守り競技して下さい。追い越し時以外の並走（2列走行）は禁止です。
4 トンネルが1周につき3箇所あります。サングラスを使用する場合は透明度の高いものを推奨します。 

ラン競技について
1 ランコースは、3.33km×3周回＝10kmです。 コースマップを事前にしっかりと確認して下さい。
2 エイドステーション（給水所）を1周につき3か所（大会会場・浜島支所跡・R260東端）に設置します。ペットボトルの蓋を緩めた状態で机の上に並べて

おくセルフ方式です。使用したボトルは必ず指定のゴミ箱に投棄してください。
3 フィニッシュでは、写真撮影を行っています。選手の確認のため、帽子及びサングラスを外し、笑顔でフィニッシュしましょう。
4 同伴フィニッシュは感染症予防対策のため、中止とします。
5 フィニッシュ後は、速やかにスタッフの誘導指示に従い、計測チップ（アンクルバンド）を返却願います。

リタイヤ
1 リタイヤする場合は、近くの審判員にその旨を伝えて、アンクルバンド（計測チップ）を返却してください。
2 コースの逆走は禁止です。大会会場に戻る際、逆走になる場合はコースの反対側に横断してください。
3 大会会場は広範囲に及ぶため、主催者側だけでの安全管理では対応できない状況も起こりえます。参加者同士声を掛け合い、様子のおかしい選手を見かけ

た場合は、お近くのスタッフ、審判までご連絡ください。
4 コース上には、救護車両が待機しています。自身での移動が困難な場合、お近くのスタッフ、審判までお声掛け下さい。
5 重大な事故の場合、救急搬送いたします。緊急車両通行の際には、左側に一列になり、徐行又は停止してください。

制限時間・公式記録・完走証について
1 以下の制限時間・関門時刻を設けます。

制限時間：スタート後、スイムフィニッシュ60分、バイクフィニッシュ3時間、ランフィニッシュ4時間
関門時刻：スイムフィニッシュ11:10、バイクフィニッシュ13:10、ランフィニッシュ14:10

2 ローリングスタート方式のため、関門時刻に間に合っていても制限時間を過ぎている場合、リザルト上はタイムオーバー（TOV）となります。
3 上位入賞者はステージ横のインフォメーションボードに掲示します。

公式記録は大会翌日公式サイトに掲載、完走証は後日HPよりダウンロード方式にて発行します。

ペナルティについて
1 競技規則やマナーに違反した選手は、大会スタッフから口頭で注意を受け、注意に従わない場合は警告が与えられます。
2 違反によって競技上の大きなアドバンテージ若しくは順位の変動が得られる行為、危険行為、重大なマナー違反に対しては、一つの違反毎にタイムペナル

ティが科せられます。タイムペナルティを与えられた選手は、ランコース上にあるペナルティボックスに自ら入り、15秒（ドラフティング違反は2分）の
タイムペナルティを受けなければいけません。ペナルティボックスに入らなかった場合は失格となります。必ずペナルティボードに自分のレースナンバー
がないかを確認してください。

3 ペナルティを３回以上受けた場合、その選手は失格となります。
4 審判員の裁定に不服がある場合、選手、または代理人は審判長に抗議をすることができます。記録についての抗議は速報掲示後　30分以内、他競技者、役員、運

営についてはフィニッシュ後60分位内、競技コースについては、スタート後24時間以内となっています。ただし、ドラフティング、危険行為、スポーツマン精
神に反する言動の判定には、抗議はできません。

ドラフティング違反について
1 ドラフティング（他の競技者の後ろ走ることで空気抵抗を減らしアドバンテージを得る行為）は以下の理由によ

り禁止です。
①  選手同士が接近することにより、接触・落車のリスクが高まるという安全面から。
② ドラフティング違反によりアドバンテージを得ることで、「競技としての公平性」が損なわれるため。
③ 他の競技者の力を借りることで、トライアスロンの本質である「自分一人の力で戦う」という理念から外れるため。

2 ドラフトゾーンは、前走者のバイク前輪先端から10ｍの範囲。ドラフトゾーンに入ったまま走行すること、並走
したままバイク競技を行うことは禁止されています。※ バイクとバイクの間隔は8m（自転車4台分）以上の距
離を空ける！

3 前走者を追い越す場合は、ドラフトゾーンへ入ることができますが、追い越しは20秒以内に行わなくてはいけま
せん。追い越しの際は、必ず後方確認を行い、一声かけて右側から追い抜くようにしてください。※バイクの前
輪が先行する選手のバイク前輪よりも前に出た時に「追い越された」とみなす。

4 追い越された選手はすみやかに追い越した選手のドラフトゾーンから後退し、20秒以内にゾーンから出なければ
いけません。20秒以上ドラフトゾーンにいることは、ドラフティング違反となります。

5 追い越した選手は追い越してすぐにキープレフト（左側走行）に戻ると、後ろの選手の進路妨害（ブロッキング）
になります。追い越した後もすぐに減速せず、後ろの選手と十分距離をとってから、キープレフト走行に戻って
下さい。

6 ドラフティング違反を避けるために、以下の意識でレースを行ってください。
① 選手自身がマーシャル（審判員）という意識を持ち、声を掛け合い、ドラフティング違反が起こらないように 
　 注意する。
② 追い越しをかける際は、「抜きます」と声をかけ、明確な意思を持って、速度差をつけて一気に追い越しを試み　  
　 ること。
③ ドラフトゾーンギリギリを走行せず、2m程度のマージン（余白）を取っておくこと。

■ゾーン前走者から10mの距離間隔

■前走者との間には、バイク4台分のスペース　 
　を取ること
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No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
275 渡辺 魁 M25-29 ｔｒｉａｔｈｌｏｎ ｔｅａｍ ＣＡＭＰＡＮＥ
276 松本 康弘 M25-29 Ｔｒｉａｔｈｌｏｎ Ｃｌｕｂ Ａｌｐｈａ
277 松下 智耶 M30-34
278 浅井 健也 M30-34
279 千葉 竜介 M30-34 スイムはバタフライで行きます
280 高間 拓也 M30-34
281 金谷 大起 M30-34
282 三谷 健二 M30-34
283 辻野 亮 M30-34
284 宇佐見 昌則 M35-39 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
285 西田 育浩 M35-39 ＦＥＺ
286 浜崎 浩 M35-39 あすたま
287 中原 誠 M35-39
288 中村 建太 M35-39
289 齋田 健治 M35-39
290 鈴木 隆由 M35-39
291 田中 貴規 M35-39 チャリンジャー
292 三崎 康平 M35-39 ＢＥＥＲＥＮ
293 末松 聡史 M35-39
294 山本 幸平 M35-39 チームＹＡＭＡＭＯＴＯ
295 稲葉 雅司 M35-39 ａｔｈｍｉｎｇ
296 西井 裕矢 M35-39 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
297 谷端 克哉 M35-39
298 若松 洋輔 M35-39
299 角野 裕紀 M35-39
300 岡部 航 M35-39 ＴＲＩ ＦＵＮＳ ＮＡＧＯＹＡ！
301 田中 慎一 M35-39
302 堤 貴彦 M35-39
303 湊 佳彦 M40-44 カミハギＡＣ
304 高松 新平 M40-44
305 廣瀬 稔 M40-44
306 朝田 雄介 M40-44
307 嶋村 周守 M40-44
308 池田 憲史 M40-44
309 谷内 圭一郎 M40-44
310 安井 真一郎 M40-44
311 小池 達磨 M40-44
312 加藤 哲也 M40-44
313 下地 泰祐 M40-44
314 平山 直樹 M40-44 あすたま
315 高田 裕基 M40-44
316 吉本 和輝 M40-44
317 坂本 洋 M40-44
318 上甲 祝生 M40-44
319 山住 忠由 M40-44
320 百村 慎太郎 M40-44
321 橘高 弘忠 M40-44
322 佐藤 文昭 M40-44
323 瀬古 恵介 M40-44
324 小川 俊介 M40-44 御殿山トライアスロンクラブ
325 武輪 和慶 M40-44
326 岩本 健志 M45-49
327 由良 哲也 M45-49
328 奥田 耕三 M45-49
329 大原 健嗣 M45-49 カミハギＡＣ
330 鎌仲 賢次 M45-49 伊賀鉄人会
331 山本 延 M45-49 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
332 竹下 直宏 M45-49
333 中西 啓介 M45-49 伊勢鉄人クラブ
334 高橋 順彦 M45-49 ｎａｎｏ
335 小西 健文 M45-49
336 竹宮 哲士 M45-49 あすたま
337 杉崎 憲三 M45-49 Ｔｒｉ ｓｍｉｌｅ
338 田中 聡一 M45-49
339 稲垣 英彦 M45-49
340 橋本 直樹 M45-49
341 谷口 高章 M45-49
342 岡田 晃輔 M45-49 鉄人くらわんか
343 矢神 克則 M45-49
344 玉江 浩明 M45-49
345 藤川 尚己 M45-49
346 安部 朋彦 M45-49 Ｔｒｉａｔｈｌｏｎ Ｃｌｕｂ Ａｌｐｈａ
347 樋口 雄一郎 M45-49
348 濱林 順 M45-49 だいあんず
349 片山 類斗 M45-49 伊勢鉄人クラブ
350 真城 壮司 M45-49 ＳＫＪ Ｔｒｉａｔｈｌｏｎ Ｔｅａｍ
351 浅倉 敬一 M45-49
352 星野 晃由 M45-49 テクイジデザイン
353 中川 健一 M45-49 チームブレイブ
354 米澤 秀樹 M45-49 伊勢鉄人クラブ
355 中村 拓稔 M45-49 あすたま
356 井筒 典久 M45-49 ソーシャルクラブバイクフィット
357 松下 健一郎 M45-49
358 岸本 陽介 M45-49 しらさぎ
359 鴻巣 英明 M45-49 千里ランランクラブ
360 田中 裕之 M50-54
361 喜田 秋史 M50-54 ソーシャルフィットバイク

No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
362 川原 英揮 M50-54 リップル
363 平山 順一 M50-54
364 池田 一成 M50-54 ＴＲＩ ＦＵＮＳ ＮＡＧＯＹＡ！
365 今枝 寛 M50-54 尾張トライアスロンクラブ
366 平野 雄一 M50-54 ＡＭＦＧ
367 中川 善富 M50-54 ＲＥＶ４６
368 葉田 高憲 M50-54 ＴＥＡＭ葉田
369 田中 豊己 M50-54 ＴＡＫＵＭＩ
370 高松 稔樹 M50-54 アバンギャルド
371 河原 郁生 M50-54
372 芦谷 和弘 M50-54
373 山下 精 M50-54 あすたま
374 谷風 裕之 M50-54 ＴＥＡＭまるいち
375 粟野 浩之 M50-54
376 山本 義孝 M50-54 ＵＳＪＲＣ
377 戸松 孝明 M50-54 トライアスロンステ－ション
378 青山 裕治 M50-54 ｔｅａｍ ｍｅｇａ
379 上萩 泰司 M50-54 カミハギＡＣ
380 中村 嘉秀 M50-54
381 酒谷 健 M50-54 ＳＴ
382 野々村 新治 M50-54
383 古賀 信洋 M50-54
384 枡田 拓也 M50-54
385 古田 哲也 M50-54
386 眞弓 勝志 M50-54 南大阪ＡＣ
387 川口 貴史 M50-54
388 大家 直樹 M50-54 ＢＲＡＧＳ和歌山
389 上野山 努 M50-54
390 渡辺 俊博 M50-54
391 渡邊 康介 M50-54 ｇｌｔ
392 伊藤 敬 M50-54
393 野口 英紀 M50-54 ＭＡＣ
394 神生 正 M50-54 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
395 小森 研一 M55-59
396 茶納 章寿 M55-59
397 大西 伸幸 M40-44
398 山中 隆昭 M45-49
399 高場 雄治 M55-59
400 大内 義弘 M55-59
401 山本 幸之介 M55-59 Ｃｏｕｒａｇｅ
402 榎 貴志 M55-59
403 前川 朋広 M55-59
404 三浦 光広 M55-59 リップル
405 小澄 隆 M55-59 芦屋浜ＡＣ
406 中西 伸明 M55-59
407 福王寺 一郎 M55-59
408 小笠原 宏之 M55-59
409 安藤 彰啓 M55-59
410 橋嵜 直人 M55-59
411 伊藤 覚志 M55-59
412 賀来 憲司 M55-59
413 岩田 康志 M55-59 ＣＯＲＮＥＺ
414 房野 雅治 M55-59 チームＷａｖｅ
415 大橋 卓 M55-59 リップル
416 津山 広和 M55-59 あすたま
417 奥野 孝 M55-59 京都トライアスロンクラブ
418 成宮 千浩 M55-59 成宮医院
419 沖津 功 M55-59
420 山切 敏郎 M55-59 御殿山トライアスロンクラブ
421 小林 誠一 M60-64
422 雲 浩靖 M60-64 ＥｎＴＲＩ
423 呉 英仁 M60-64 良平会
424 原 文人 M60-64
425 高梨 芳生 M60-64 リップル
426 鈴木 武 M60-64 トライステラ
427 中島 資太 M60-64 Ｖｅｎｇａ！
428 門田 法彦 M60-64 あすたま
429 松下 淳則 M60-64
430 信貴 史雄 M60-64 ランヴェスタ
431 宮脇 満 M60-64 尾張トライアスロンクラブ
432 浅井 信雄 M60-64
433 諸橋 和之 M60-64 京都トライアスロンクラブ
434 一見 正尚 M60-64
435 加藤 大順 M60-64
436 茂利 隆俊 M65-69 △ミサイル
437 伊藤 芳夫 M65-69 カミハギＡＣ
438 筒路 登志男 M65-69
439 辻 和秀 M70-74
440 爲貝 結 W25-29
441 小林 さと枝 W25-29 ＴＫ ＥＵＲＯＳ
442 橋本 梢 W40-44 リップル
443 伊藤 優子 W40-44
444 畑地 良子 W40-44
445 南 志麻子 W45-49
446 浅野 愛美 W45-49 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
447 福永 幸代 W45-49
448 舛形 敦子 W45-49 ｔｅａｍ ＭＡＣ

No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
101 藤井 雅之 M35-39 カミハギＡＣ
102 石川 剛士 M30-34 あすたま
103 篠崎 友 M35-39 モンスタートライアスロンクラブ
104 櫻井 宏樹 M40-44 triathlon team CAMPANE
105 土居 和滉 M18-24
106 柚山 光大 M40-44 ｚｅｒｏ ｗａｖｅ
107 金井 由光 M50-54
108 山上 寛之 M55-59 サムズアップ
109 松井 伸一郎 M55-59
110 中村 大和 M18-24
111 西村 駿佑 M18-24
112 小倉 崚司 M25-29
113 山本 昌孝 M40-44 味の素株式会社／横浜鉄人クラブ
114 濱村 紘史 M45-49 Ｂｉｇ Ｌａｋｅ
115 舛形 勲 M45-49 Ｔｅａｍ　ＭＡＣ
116 山本 幸知 M25-29
117 東都 源也 M30-34
118 佐藤 崇史 M35-39 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
119 下村 幸平 M35-39
120 綿屋 茂男 M35-39 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
121 野本 浩平 M40-44 ま、いっか
122 生田 正己 M40-44
123 山内 武士 M40-44
124 田中 志宜 M40-44 ＯＫＨトライアスロイン
125 藤下 充義 M50-54
126 寺田 寛之 M50-54
127 寺園 美智人 M50-54 チームセカンドウインド鹿児島
128 和田 吉弘 M40-44 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
129 寺岡 宏治 M40-44 京都トライアスロンクラブ
130 山下 良平 M45-49
131 井上 聡史 M50-54 △ミサイル
132 田中 淳 M60-64 チームシロモト
133 黒田 孝 M60-64 △ミサイル
134 河田 朱里 W25-29 △ミサイル
135 小川 静香 W40-44 あすたま
136 松本 百合子 W40-44 あすたま
137 久野 将嵩 M18-24
138 小西 拓海 M25-29 ＴＫ ＥＵＲＯＳ
139 鈴木 雄太郎 M30-34
140 中西 亮 M30-34
141 高橋 善郎 M30-34
142 田所 隆之 M30-34 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
143 鈴木 耕太朗 M35-39 ＳＵＢＡＲＵトライアスロンクラブ
144 山下 洋一郎 M35-39 あすたま
145 杉山 洋平 M40-44 あすたま
146 林 貴樹 M40-44
147 古山 幹朗 M40-44 あすたま
148 長阪 歩 M40-44
149 辻 正孝 M40-44 ふぉあぐら
150 保科 栄文 M40-44
151 長谷川 豊 M40-44 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
152 永田 知寬 M45-49 シマノドリンキング
153 星野 裕一 M45-49 ＴｅａｍＳｕｐｅｒＺ
154 半田 淳一 M45-49
155 林 靖秀 M45-49 Ｂｉｇ Ｌａｋｅ
156 磯部 竜太 M45-49 あすたま
157 浅井 教夫 M45-49
158 中野 隆史 M45-49
159 堀江 亮介 M45-49 リップル
160 目良 幸久 M45-49 カミハギＡＣ
161 西岡 輝寿 M45-49 ５４５Ｒ
162 安田 朋広 M45-49 チームブレイブ
163 井上 武 M45-49
164 水沢 慶一 M45-49
165 太田 宗男 M50-54
166 金井 一生 M50-54 カミハギＡＣ
167 佐藤 忠高 M50-54
168 石塚 伸一 M50-54 ＴＥＡＭまるいち
169 松岡 史博 M50-54
170 渡辺 宗敬 M50-54 ＴＥＡＭまるいち
171 安藤 和昭 M50-54 クーラージュ
172 秋月 哲治 M50-54 浜練
173 角張 勲 M55-59
174 石田 朝光 M55-59 グランプリ
175 佐藤 清貴 M55-59
176 中島 秀彰 M55-59 Ｌｕｍｉｎａ
177 清水 一彦 M60-64 カミハギＡＣ
178 Michael Turoczy M65-69 チムｆｒｅｅ
179 角田 隆志 M70-74 スタッシュサポート
180 本山 靖子 W40-44
181 奥野 貴之 M40-44 キャラット
182 三苫 幸雄 M55-59 Team P-Bay
183 河澄 英武 M18-24
184 山下 晶太郎 M25-29 ＴＫ ＥＵＲＯＳ
185 鈴木 啓 M35-39 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
186 北垣戸 淳 M40-44 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
187 青野 力 M45-49 ＺＥＲＯＷＡＶＥ

No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
188 南 章行 M45-49
189 坂倉 耕太 M45-49
190 前田 宏樹 M45-49 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
191 野村 猛 M45-49 チームガナス
192 鈴木 洋介 M50-54
193 佐藤 源信 M50-54 あすたま
194 JOVANOVIC VLADIMIR M50-54 ＭＥＧＡ
195 釘宮 祐治 M55-59 あすたま
196 菊地 靖 M60-64 あすたま
197 吉村 元明 M65-69
198 鶴薗 浩徳 M30-34
199 川森 康裕 M35-39 △ミサイル
200 北井 勇樹 M40-44 ＪＥＴＴ
201 西川 智之 M45-49 ＴＡＫＵＭＩ
202 橋本 武 M45-49 ＭＳ９７
203 野村 昌章 M45-49 ＴＥＡＭまるいち
204 丸岡 正和 M45-49
205 大谷 研史 M45-49 ＢＲＡＧＳ和歌山
206 寺田 有太郎 M45-49
207 石川 幸一 M45-49
208 細越 昇 M45-49 ＴＴＴトライアスロン部
209 本多 裕介 M45-49 京都トライアスロンクラブ
210 天野 順二 M50-54 錦ロイヤル
211 杉山 宗義 M50-54 岡田走遊部
212 光明 宏之 M55-59 御殿山トライアスロンクラブ
213 服部 タカトシ M55-59 あすたま
214 田中 悟 M55-59 ｆａｌｌａｎｄｏ
215 堀内 浩司 M60-64
216 徳田 久 M60-64 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
217 佐々木 義男 M60-64 八尾アスリート
218 松田 尚也 M65-69 京都トライアスロンクラブ
219 植条 広子 W45-49 ＳＴ
220 小橋 駿輝 M30-34
221 鈴木 悠太 M30-34
222 田内 潤 M35-39 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
223 三宅 弘記 M35-39
224 小野 慎一郎 M35-39
225 金澤 聖士 M35-39
226 伊藤 宝 M35-39
227 木村 修大 M35-39
228 伊勢 優 M45-49
229 布尾 啓明 M45-49 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
230 安井 亮太 M45-49
231 尾北 幸司 M45-49
232 伊藤 衛 M45-49 △ミサイル
233 齋藤 優司 M45-49
234 山内 智之 M45-49 Ｂｉｇ Ｌａｋｅ
235 熊崎 敦司 M45-49
236 市川 剛 M45-49
237 梶山 英昭 M45-49
238 藤本 徳正 M50-54
239 山本 幸士 M50-54
240 森本 直樹 M50-54
241 小倉 久弥 M55-59 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
242 森下 一則 M60-64 浜練三重
243 進藤 信 M60-64
244 安永 道直 M60-64 あすたま
245 藤井 謙介 M65-69 アスファルトキッズ
246 武内 加奈子 W50-54
247 稲田 吉映 W55-59
248 山本 彩 W60-64 京都トライアスロンクラブ
249 松村 正和 M35-39 ＭＡＣ
250 小林 篤紀 M40-44 初めてのトライアスロン部
251 松原 慎 M40-44 リップル
252 小杉 元宏 M40-44
253 吉田 涼二 M45-49
254 樋口 幹雄 M45-49 オリックス・バファローズ
255 矢山 海 M45-49
256 一海 聡 M50-54
257 横山 満春 M50-54 石田軍団
258 入山 太郎 M55-59 あすたま未会
259 松田 庄平 M55-59 あすたま
260 吉岡 辰夫 M55-59
261 河本 央 M55-59
262 山田 直則 M65-69
263 小池 弘美 W40-44
264 石井 綾子 W45-49
265 木場 晴紀 M18-24
266 南 昭太朗 M18-24
267 吉川 陽登 M18-24
268 林 稜梧 M18-24
269 崎山 光輝 M18-24
270 三浦 峰碩 M18-24
271 佐々木 諒太朗 M18-24
272 油谷 真 M18-24
273 石井 航平 M25-29 △ミサイル
274 夏井 悠多 M25-29
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No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
623 鎌田 良子 W40-44
624 山下 宏美 W40-44 あすたま
625 菊池 宏子 W45-49
626 今井 美和 W45-49
627 大村 実巨 W45-49 ＥｎＴＲＩ
628 中村 美紀 W50-54 伊勢鉄人クラブ
629 田中 貴美子 W55-59
630 男全 由美 W55-59
631 兼澤 直子 W60-64 京都トライアスロンクラブ
632 清水 眞由美 W60-64
633 栂村 桂子 W60-64 やったらできる子
634 富松 るり W60-64
635 大橋 慶之 M50-54
636 三浦 洋司 M50-54
637 大西 秋治 M55-59
638 法月 孝 M60-64
639 三宅 光章 M70-74 リップル
640 亀井 智貴 M55-59 百花繚☆ＲＵＮ
641 北本 守彦 M70-74
642 萱野 真理子 W50-54
643 田中 如以 W60-64 百花繚☆ＲＵＮ
644 辻野 誠 M40-44 ＷＤＢＣ
645 柿本 義行 M40-44 ｄｅｃｏｒ
646 藤井 裕大 M50-54
647 松井 直人 M50-54
648 足立 雅弘 M60-64 チームブレイブ
649 嶺山 万紀子 W50-54 リップル
650 西 拓磨 M45-49
651 小林 純也 M18-24
652 北村 一輝 M25-29
653 川田 啓二郎 M25-29
654 中田 順哉 M25-29
655 登美 椋太 M30-34 Ｔｅａｍ Ｐ－Ｂａｙ
656 上平 倫太郎 M30-34
657 田中 紘太 M30-34
658 岩田 晃治 M30-34
659 蒲田 紘平 M30-34
660 西岡 秀治 M30-34
661 福田 大賀 M30-34
662 伊藤 智史 M30-34
663 樋口 康太 M30-34
664 Attanzio Antonio M30-34
665 杉浦 潤 M35-39
666 谷口 恵太 M35-39
667 Fernando Torre M35-39
668 河本 規 M35-39
669 藤木 孝昌 M35-39 あすたま
670 末田 泰介 M35-39
671 長谷川 貴也 M35-39
672 三好 保輝 M35-39 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
673 伊藤 和也 M35-39
674 森 浩一郎 M35-39
675 井田 浩一 M35-39
676 大石 裕司 M35-39
677 蔡 欣則 M35-39 ＺＯＯＬ
678 土屋 英則 M40-44
679 森 裕記 M40-44
680 小椋 祐介 M40-44 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
681 上野 真和 M40-44
682 都築 克延 M40-44
683 水野 貴文 M40-44
684 武田 裕規 M40-44
685 岡元 正博 M40-44 ＮＬ
686 向井 一正 M40-44 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
687 河原 慎弥 M40-44 Ｔｅａｍ　Ｐ-Ｂａｙ
688 成田 善彦 M40-44
689 岡 恵一郎 M40-44
690 角田 哲也 M40-44
691 堀 健二 M40-44
692 田中 大介 M40-44 カミハギＡＣ
693 山本 浩也 M40-44
694 井上 達勇 M40-44
695 黒川 善弘 M40-44
696 梅原 和典 M40-44
697 藤田 国彦 M40-44
698 庄司 智一 M40-44 ＴＩＴＣ
699 大川 正人 M40-44
700 脇 卓真 M40-44
701 三谷 泰之 M45-49 京都トライアスロンクラブ
702 石川 大介 M45-49
703 村山 慶輔 M45-49
704 宮原 亮 M45-49
705 大山 航 M45-49
706 中島 正則 M45-49
707 田原 良太 M45-49 カミハギＡＣ
708 平山 卓男 M45-49
709 北村 友 M45-49

No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
710 堀部 和秀 M45-49
711 佐藤 洋明 M45-49
712 原田 賢一郎 M45-49
713 石口 信之 M45-49
714 青木 稔 M45-49
715 原田 実 M45-49
716 尾崎 公章 M45-49
717 芹田 章博 M45-49
718 後藤 裕一 M50-54
719 田島 英治 M50-54
720 兼田 康次 M50-54
721 大杉 竜哉 M50-54
722 高草 大次郎 M50-54
723 川﨑 元晴 M50-54
724 中村 道夫 M50-54
725 塩谷 豊久 M50-54
726 河内 秀行 M50-54
727 西村 一秀 M50-54
728 澤村 健太郎 M50-54
729 内田 忠夫 M50-54
730 中川 亨 M50-54
731 岡元 明 M50-54
732 岩崎 智一 M50-54 ＴＥＡＭまるいち
733 岡田 雅宣 M50-54 あすたま
734 森 唯人 M50-54
735 西岡 幹雄 M50-54 ＳＰＣトライアスロン部
736 松永 顕浩 M50-54
737 田畑 学 M50-54
738 宮内 啓介 M50-54 ＴＴＣ
739 戸部田 哲也 M50-54
740 高野 哲弘 M50-54 ＴＩＴＣ
741 石崎 啓祐 M55-59 ＴＥＡＭまるいち
742 吉村 洋一 M55-59
743 稲本 剛士 M55-59
744 堀田 基文 M55-59
745 眞邉 勝仁 M55-59
746 清 哲朗 M55-59 チームＷａｖｅ
747 武市 秀樹 M55-59 京都トライアスロンクラブ
748 山崎 克司 M55-59 山崎自動車株式会社
749 神野 敬久 M55-59
750 柏木 文雄 M55-59 Ｍａｔｓｕｓａｋａ Ｐｒｉｎｃｅ
751 細矢 則利 M55-59
752 岡田 幸久 M55-59
753 久米 明弘 M55-59
754 城所 真男 M55-59
755 穂谷野 智 M60-64
756 坂山 一之 M60-64 チームＷａｖｅ
757 奥村 晃平 M60-64
758 中條 雅史 M60-64 船橋トライアスロン同好会
759 古木 則孝 M60-64
760 青木 孝 M60-64 あすたま
761 土佐 弘之 M60-64
762 落合 正久 M60-64
763 兼松 稔 M65-69 リップル
764 山下 修 M65-69
765 安藤 秀樹 M65-69 明走会トライアスロン部
766 夏目 豊 M65-69 あすたま／タフ
767 瀬古 俊雄 M65-69
768 下田 徹也 M65-69
769 前川 郁夫 M65-69 ＴＩＴＣ
770 田原 志高 M65-69
771 上田 潤之助 M65-69 まほろば鉄人隊
772 中川 勇 M65-69
773 丸 誠一郎 M65-69 御殿山トライアスロンクラブ
774 升岡 隆 M65-69 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
775 赤井 俊宣 M65-69 芦屋浜ＡＣ
776 穴田 文夫 M70-74 チームブレイブ
777 北山 敏和 M70-74 田辺アイアンマントライアスリートクラブ
778 竹内 元一 M70-74 ドクターＴ
779 谷口 みつのぶ M70-74
780 松本 明莉 W25-29
781 玉木 友里絵 W25-29 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
782 瓜生 佐代 W25-29
783 的場 久美子 W30-34
784 中嶋 彩乃 W35-39
785 神谷 光代 W35-39 Ｂｉｇ Ｌａｋｅ
786 小林 愛 W35-39 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
787 折田 真弓 W40-44
788 佐藤 さゆり W45-49 ＥｎＴＲＩ
789 山崎 奈緒美 W45-49 御殿山トライアスロンクラブ
790 菅家 幸子 W50-54 ＥｎＴＲＩ
791 林 佳江 W50-54
792 進藤 久美 W55-59 Ｓｕｗａ　ｓｕｎ
793 川村 美貴子 W60-64 御殿山トライアスロンクラブ
794 山下 桂子 W60-64
795 藤武 友喜 M75-79 ＴＴスクバロ
796 森 徹郎 M40-44

No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
449 久野 奈穂子 W45-49
450 中原 今日子 W50-54
451 厚見 由紀子 W50-54
452 伊藤 あゆみ W50-54
453 山本 博美 W50-54
454 福王寺 千佳 W50-54
455 宮島 章子 W50-54 御殿山トライアスロンクラブ
456 田島 ゆか W55-59
457 吉田 喜久代 W55-59 鉄人くらわんか
458 安藤 美貴 W55-59
459 大西 敦子 W55-59 チームＢｏｎＢｏｎ
460 村松 敦子 W55-59 あすたま
461 杉浦 誠 M35-39
462 永吉 正樹 M40-44
463 倉田 芳信 M40-44 伊勢鉄人会
464 三上 辰男 M50-54 京都トライアスロンクラブ
465 木佐貫 博光 M55-59 三重大★森林
466 金子 英徳 M55-59 モンスタートライアスロンクラブ
467 平石 博志 M55-59
468 山口 昌昭 M60-64 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
469 高野 透 M35-39
470 井本 悠樹 M35-39
471 下村 英典 M35-39 ＳＰＥＥＤ ＬＡＢＯ
472 堀江 祥平 M40-44
473 伊藤 孝 M40-44 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
474 鈴木 哲平 M40-44
475 花岡 豊 M45-49
476 磯部 匡宏 M45-49
477 舩越 裕勝 M45-49
478 林 健 M50-54
479 松田 雅也 M50-54 千代田ビレッジ
480 嘉古田 信雄 M50-54 チームゴーヤアクアヴィータ
481 林 丈裕 M50-54
482 分領 雅之 M55-59
483 榊谷 幹雄 M55-59 リップル
484 中川 隆夫 M65-69 芦屋浜ＡＣ
485 山口 清 M70-74
486 石坂 俊雄 M75-79 伊勢鉄人クラブ
487 髙橋 佳那 W30-34
488 小林 貴子 W50-54
489 木村 朋宏 M30-34 チームアクオード
490 横井 一人 M35-39
491 中井 啓介 M40-44
492 中森 亮太 M40-44
493 Lee Kangheng M55-59
494 鶴和 義朗 M50-54 ＴＴＴトライアスロン部
495 尾藤 航治 M50-54
496 山中 和彦 M55-59 ＳＹＨＨＰ
497 山岸 賢一 M55-59 リップル
498 小原 真一 M55-59
499 松田 彰康 M55-59
500 村上 公一 M55-59
501 藤城 健 M60-64 トライステラ
502 杉山 達人 M60-64
503 大浦 厚生 M70-74 千里イーグルス
504 高木 厚次 M70-74 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
505 小泉 英子 W45-49
506 棟上 愛真 W45-49 しーぷ
507 金田 實代 W50-54 Ｓｏｃｉａｌ Ｃｌｕｂ Ｂｉｋｅ Ｆｉｔ
508 Winchester Zachary M25-29
509 沖田 健太郎 M40-44
510 田中 勝利 M55-59 チームセントレア
511 廣田 興紀 M18-24
512 木村 翔真 M18-24
513 平石 陵 M25-29
514 金 希匡 M25-29
515 根東 秀都 M25-29
516 佐崎 朝陽 M30-34 カミハギＡＣ
517 松本 裕慶 M30-34
518 長谷川 洋佑 M30-34
519 北地 孝行 M30-34 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
520 渡部 和馬 M30-34
521 都築 和寛 M30-34 ＴＥＡＭまるいち
522 中原 乾哲 M30-34
523 高嶋 一利 M35-39
524 井本 浩史 M35-39 大腿四頭筋ズ
525 小村 哲哉 M35-39
526 堀 進也 M35-39 カミハギＡＣ
527 大堀 泰史 M35-39
528 白柳 裕介 M35-39
529 西山 潤 M35-39
530 吉田 圭吾 M35-39
531 竹内 智哉 M40-44 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
532 白瀧 栄紀 M40-44
533 河合 大輔 M40-44 ＣＳＫ
534 杉浦 悠輔 M40-44 愛知県庁クラブ
535 長岡 秀樹 M40-44

No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
536 福永 寿徳 M40-44
537 清水 将弘 M40-44 チームＷａｖｅ
538 鈴 賢一 M40-44
539 森 晃士 M40-44
540 吉田 治訓 M40-44 ＮＳＩトライアスロンスクール
541 蒲原 茂明 M40-44
542 脇田 真樹 M45-49
543 谷 直幸 M45-49 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
544 宮本 好弘 M45-49 ＴＩＴＣ
545 大谷 賢聡 M45-49
546 芝﨑 晃 M45-49 トラ部
547 忠政 明彦 M45-49
548 辻内 直樹 M45-49
549 中野 海太郎 M45-49
550 田口 文泰 M45-49 ＦＵＭＩＮＧ★ＲＣ
551 角谷 信広 M45-49
552 鈴木 信也 M45-49
553 宮前 俊介 M45-49
554 高田 陽介 M45-49 ＵＳＪ ＴＣ
555 小池 竜平 M45-49
556 前原 健太郎 M45-49
557 古賀 賢二郎 M45-49
558 石黒 裕規 M45-49
559 山嵜 武 M45-49 チームＭＴＴ
560 佐藤 裕一 M45-49
561 米岡 賢太郎 M50-54
562 松本 光史 M50-54
563 黒川 知範 M50-54 カミハギＡＣ
564 蓑島 貴則 M50-54 尾張トライアスロンクラブ
565 村上 拓生 M50-54
566 木村 文紀 M50-54
567 金井 一馬 M50-54
568 吉柴 隆樹 M50-54 ＳＹＨＨＰ
569 上野 泰司 M50-54
570 戸田 茂 M50-54
571 萩野 圭一 M50-54
572 澤田 昭夫 M50-54 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
573 尾藤 哲也 M50-54
574 佐々木 健 M50-54
575 相川 秀斗 M50-54
576 浅野 貴之 M50-54 チーム・アライツ
577 高橋 敏之 M50-54
578 吉村 学 M50-54
579 清水 剛 M50-54 サンクスアイ
580 眞野 浩孝 M55-59
581 西村 太一 M55-59 スタサポ
582 鵜飼 健太郎 M55-59 チーム５８アクアヴィータ
583 東 秀典 M55-59 ＮＳＩトライアスロンスクール
584 平子 基 M55-59
585 伊藤 雄介 M55-59 チームゴーヤ名古屋
586 祝迫 博幸 M55-59
587 尾崎 善一郎 M55-59 ｚｅｎｚｅｎ
588 白井 修一 M55-59
589 中田 修之 M55-59 クレンサスポーツアカデミー
590 山内 達也 M55-59
591 池田 雅一 M55-59
592 田村 徹 M55-59 芦屋浜 AC
593 中村 亮介 M55-59 リップル
594 高安 光晴 M55-59 カンパイビアアスリートクラブ
595 松本 健志 M55-59
596 藤原 裕史 M55-59
597 猪原 茂基 M55-59 安城快足 AC
598 永田 和則 M60-64
599 喜畑 圭司 M60-64 ＣｉｒｃｌｅＫＫ
600 石川 厚司 M60-64 西尾トライアスロン協会
601 足立 峯幸 M60-64
602 大須賀 稔典 M60-64
603 田中 賢次 M60-64 やったらできる子
604 蓑部 孝行 M60-64
605 伊藤 善也 M60-64 リップル
606 久呉 真章 M60-64
607 葛井 信行 M60-64 伊勢鉄人クラブ
608 市川 卓 M60-64 Ｔｅａｍ Ｍａｔｚｕ
609 岡村 昌義 M65-69 瀬戸内ＢＯＹＳ
610 大谷 一弘 M65-69
611 山田 幸造 M65-69 京都トライアスロンクラブ
612 森本 裕隆 M65-69
613 伊藤 勉 M70-74 オープンセサミ
614 若狹 壽 M70-74 鉄人くらわんか
615 丹羽 良志輝 M70-74
616 傍士 卓朗 M70-74 東村山トライアスロン
617 小原 光 M70-74
618 山本 康夫 M70-74 チーム山本
619 小田 真由美 W25-29
620 水越 ユカ W30-34
621 初鹿野 真澄 W40-44
622 一瀬 順子 W40-44 御殿山トライアスロンクラブ
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No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
797 米村 満 M50-54
798 大谷 朋生 M18-24
799 木村 和央 M18-24
800 小林 太郎 M25-29
801 石村 圭位 M30-34 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
802 五十嵐 航 M30-34 スイムはバタフライで行きます
803 頃橋 真也 M35-39
804 辻 史也 M35-39 チームシマムラ
805 加藤 久詞 M35-39
806 林 広大 M40-44
807 井上 瞬 M40-44
808 広田 康博 M40-44 チームＡＳＴ
809 横山 要範 M40-44
810 矢木 亮吉 M40-44
811 須川 大 M40-44
812 安田 里司 M40-44
813 久下 伸太郎 M45-49
814 藤田 勝光 M45-49 ＦＵＪＩＴＡＹＡ
815 赤尾 修二 M45-49
816 大野 貴弘 M45-49
817 堤 将吾 M45-49
818 宮嶋 宏順 M45-49 チーム凛
819 杉浦 宏哉 M45-49 トライステラ
820 高山 靖徳 M45-49
821 花谷 大介 M45-49 チーム７９４
822 山崎 新悟 M45-49 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
823 岡田 充弘 M45-49
824 岸 淳裕 M50-54 ＳＹＨＨＰ
825 塩崎 卓 M50-54
826 塩見 透 M50-54
827 石川 恭太 M50-54 リップル
828 小山 智 M50-54
829 鈴木 順 M50-54
830 石川 哲史 M55-59 ＧＬＴ
831 入佐 俊明 M55-59 京都トライアスロンクラブ
832 阿波 亨 M60-64
833 水野 哲也 M60-64
834 佐々部 順 M60-64
835 犬塚 一彦 M60-64 ＴＥＡＭまるいち
836 室田 正敏 M60-64 尾張トライアスロンクラブ
837 松岡 良幸 M60-64
838 清水 良宣 M60-64
839 佐藤 美華 W30-34
840 藤間 万紀子 W35-39
841 松浦 加奈 W45-49 御殿山トライアスロンクラブ
842 松島 美枝 W45-49
843 藤井 佳加 W50-54 カミハギＡＣ
844 定岡 澄恵 W55-59
845 佐野 隆之 M50-54
846 田辺 翔大 M18-24
847 米沢 誠悟 M25-29
848 上村 直也 M30-34
849 山崎 郁弥 M30-34
850 濵井 皓 M30-34
851 谷川 雄一郎 M35-39
852 杉浦 葵 M35-39
853 大橋 智之 M35-39
854 田邊 誠 M40-44 名古屋ＪＣトライアスロンクラブ
855 竹内 健二 M40-44

No. 氏名 カテゴリー クラブ（チーム）
856 中橋 知秋 M40-44
857 白石 浩一 M40-44 Ｔｅａｍ Ｓｉｒｉｕｓ Ｊａｐａｎ
858 和田 敏尚 M45-49 リップル
859 井上 武尋 M45-49
860 片山 明 M45-49
861 北尾 龍典 M45-49
862 川岸 康文 M45-49
863 今井 豊 M45-49
864 久郷 誠 M50-54
865 木下 憲治 M50-54 ソラティオーラ和歌山
866 潮 孝二 M50-54
867 藤原 眞哉 M55-59
868 丸田 和彦 M55-59
869 中谷 正弥 M55-59
870 赤木 政春 M55-59
871 藤原 康雄 M55-59 ＳＹＨＨＰ
872 里見 英男 M60-64
873 太田 毅 M60-64 カミハギＡＣ
874 下浜 宏 M60-64
875 山口 豊 M60-64
876 鈴木 莉乃 W18-24
877 共田 真紀 W35-39
878 田中 志保 W40-44
879 蟹屋敷 麻貴枝 W45-49
880 岡部 朋子 W45-49 ＴＲＩ ＦＵＮＳ ＮＡＧＯＹＡ！
881 野口 敦子 W55-59
882 乙部 博章 M25-29
883 白井 雅大 M30-34
884 穂積 潤一 M35-39
885 宮西 孝芳 M45-49
886 小森 清 M50-54 ＯＴＣ
887 久保 賢司 M50-54 ＳＹＨＨＰ
888 中村 安奈 W45-49
889 霜鳥 翔太 M25-29
890 北野 聡之 M30-34
891 成田 炳洸 M30-34 Ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ Ｆｉｇｈｔ！！
892 堀部 大輔 M35-39 身勝手の極意
893 米島 大祐 M35-39 チームキャラット
894 川端 広人 M35-39
895 溝田 陵介 M35-39
896 呉本 勝隆 M35-39
897 三浦 大喜 M35-39 身勝手の極意
898 金古 義之 M45-49
899 田中 康介 M45-49
900 田中 啓一 M45-49
901 田中 聡 M45-49 トランジット
902 安宅 総一朗 M50-54
903 山内 清高 M55-59
904 酒井 延行 M60-64 ｂｏｎｂｏｎ
905 秋山 治 M60-64
906 榎本 計介 M65-69
907 岩田 愛菜 W25-29
908 林 裕子 W35-39
909 高木 まどか W40-44
910 妹尾 亜留美 W45-49 チームＷａｖｅ
911 植田 恵子 W55-59 ＳＹＨＨＰ
912 中野 明則 M35-39
913 栗木 尚 M40-44

都道府県名 数
北海道 2
宮城県 1
山形県 1
茨城県 1
栃木県 3
埼玉県 7
千葉県 7
東京都 68
神奈川県 13
石川県 1
福井県 1
長野県 5
岐阜県 20
静岡県 9
愛知県 219
三重県 104
滋賀県 20

都道府県名 数
京都府 35
大阪府 150
兵庫県 62
奈良県 23
和歌山県 19
鳥取県 1
岡山県 13
広島県 5
徳島県 2
香川県 6
愛媛県 3
福岡県 4
佐賀県 4
長崎県 2
大分県 1
鹿児島県 1

■ 都道府県別 集計
カテゴリー 数
M18-24 19
M25-29 19
M30-34 42
M35-39 76
M40-44 103
M45-49 140
M50-54 125
M55-59 94
M60-64 62
M65-69 27
M70-74 17
M75-79 2

カテゴリー 数
W18-24 1
W25-29 8
W30-34 4
W35-39 5
W40-44 14
W45-49 20
W50-54 15
W55-59 12
W60-64 8

■ カテゴリー別 集計
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